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第２章 計画の背景 

第１節 障害者を取り巻く社会的な動向 

 

年月 国 群馬県 大泉町 

平成

24 年 

・「地域社会における共生の実現

に向けて新たな障害保健福祉

施策を講ずるための関係法律

の整備に関する法律」成立 

・「障害者自立支援法」が「障害者

総合支援法」へ改正（平成 25

年 4 月施行） 

・「障害者優先調達推進法」制定 

・障害者基本計画（第 3 次）の策定 

  

平成

25 年 

・「障害者総合支援法」施行 

・「障害者差別解消法」成立（平成

28 年 4 月施行） 

・「障害者雇枮促進法」改正（平成

28 年 4 月施行） 

  

平成

26 年 

・「障害者権利条約」締結 

・「精神保健及び精神障害者福祉

に関する法律の一部を改正す

る法律」の施行 

（平成 26 年 4 月） 

  

平成

27 年 

・「難病の患者に対する医療費等

に関する法律」の施行（平成 27

年 1 月） 

・群馬県障害者計画・第 4 期

群馬県障害福祉計画バリア

フリーぐんま障害者プラン6

（平成 27 年度～平成 29 年

度） 

・第 4 期大泉町障害福祉計画 

（平成 27 年度～平成 29 年度） 

平成

28 年 

・「障害者差別解消法」の施行（平

成 28 年 4 月） 

・「発達障害者支援法の一部を改

正する法律」の施行（平成 28

年 8 月） 

 ・第五次大泉町障害者基本計画

（平成 28 年度～平成 32 年度） 

平成

30 年 

・障害者基本計画（第 4 次）の策定

（平成 30 年 3 月） 

・「障害者総合支援法及び児童福

祉法の一部を改正する法律」の

施行（平成 30 年 4 月） 

・「高齢者、障害者等の移動等の円

滑化の促進に関する法律」の施

行（平成 30 年 11 月） 

・群馬県障害者計画・第 5 期

群馬県障害福祉計画バリア

フリーぐんま障害者プラン7

（平成 30 年度～令和 2 年

度） 

・第 5 期大泉町障害福祉計画及

び第 1 期大泉町障害児福祉計画

（平成 30 年度～令和 2 年度） 

令和 

2 年 

・「障害者の雇枮の促進に関する

法律の一部を改正する法律」の

施行（令和 2 年 4 月） 

  

令和 

3 年 
 

・群馬県障害者計画・第 6 期

群馬県障害福祉計画バリア

フリーぐんま障害者プラン8

（令和 3 年度～令和 8 年度） 

・第六次大泉町障害者基本計画

（令和 3 年度～令和 8 年度） 

・第 6 期大泉町障害福祉計画及

び第 2 期大泉町障害児福祉計

画（令和 3 年度～令和 5 年度） 
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第２節 大泉町の概要 

 

１ 人口の動向 

人口の動向をみると、平成 28 年の本町の総人口は 41,462 人でしたが、令和 2 年では

41,891 人と 4 年間で 429 人の増加となっています。 

年齢 3 区分別人口比率を比較すると、年少人口や生産年齢人口が減少傾向となっている一

方で、高齢者人口は増加傾向となっており、令和 2 年の高齢者人口を平成 28 年と比べると

799 人増加しています。 

 

■人口の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■年齢 3 区分別人口比率の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年 10 月 1 日現在） 
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２ 障害者等の状況 

（1）障害者手帳所持者数の状況 

障害者手帳所持者数の状況をみると、身体障害者手帳所持者数はほぼ横ばい、療育手帳

所持者数は約 1.3 倍、精神障害者保健福祉手帳所持者数は約 1.9 倍の伸びとなっています。

近年では、特に精神障害者保健福祉手帳所持者は大きく増えており、令和元年度は平成 27

年度と比べると精神障害者保健福祉手帳所持者は131人の増加で、障害者手帳所持者全体

では 228 人の増加となっています。 

 

■障害者手帳所持者数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課調べ（各年度末） 
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（2）身体障害者の状況 

身体障害者手帳所持者の状況をみると、0 歳～17 歳では減少傾向、18 歳～64 歳では

ほぼ横ばいにあるのに対し、65 歳以上では増加傾向にあります。令和元年度の 65 歳以上

の手帳所持者数は、平成 27 年度と比べると 44 人増加しており、67.1％を占めています。 

また、身体障害者手帳所持者の障害種別をみると、肢体不自由は平成 28 年度から平成

29 年度にかけ減少しましたが、その後は増加傾向となっており、音声・言語・そしゃく飳能障

害は平成 30 年度までは減少傾向でしたが、令和元年度は増加しています。また、視覚障害、

聴覚・平衡飳能障害、内部障害では増加傾向となっています。令和元年度の身体障害者手帳

所持者に占める割合では、肢体不自由が 50.4％、内部障害が 33.2％となっています。 

 

■身体障害者手帳所持者の年齢別状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■身体障害種別の状況 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課調べ（各年度末） 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

視覚障害 68 68 69 79 79

聴覚・平衡機能障害 104 102 102 110 112

音声・言語・そしゃく機能障害 11 10 7 7 9

肢体不自由 635 640 612 616 618

内部障害 370 381 384 393 407

計 1,188 1,201 1,174 1,205 1,225

23 24 19 16 17
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（3）知的障害者の状況 

療育手帳所持者数の状況をみると、18 歳未満、18 歳以上とも増加傾向となっています。

総数に占める割合では、18 歳未満は平成 27 年度に 30.0％でしたが、令和元年度は

35.5％となっています。 

また、等級別では軽度の知的障害が最も多く増加しており、令和元年度と平成 27 年度を

比べると 47 人増となっています。 

 

■療育手帳所持者数の年齢別状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■療育手帳所持者数の等級別状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課調べ（各年度末） 
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（4）精神障害者の状況 

精神障害者保健福祉手帳所持者数の状況をみると、各等級ともおよそ 2 倍程度増加して

おり、令和元年度の人数を平成 27 年度と比べると、全体で 131 人増加しています。 

 

■精神障害者保健福祉手帳所持者数の等級別状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課調べ（各年度末） 
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（5）自立支援医療利枮者数の状況 

自立支援医療利枮者数の状況をみると、育成医療、更生医療は平成 29 年度をピークに減

少傾向となっていますが、精神通院医療は平成 27 年度以降増加しています。 

 

■自立支援医療利枮者数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課調べ（各年度末） 
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（６）難病患者数（特定医療費（指定難病）・小児慢性特定疾病医療費給付の受給者数）の状況 

難病患者数の状況をみると、特定医療費（指定難病）給付の受給者数、小児慢性特定疾病

医療費給付の受給者数はともに、平成 28 年度から平成 29 年度にかけて減少しましたが、

以降は増加傾向となっています。 

 

■難病患者数（特定医療費（指定難病）・小児慢性特定疾病医療費給付の受給者数）の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：保健福祉事務所調べ（各年度末） 
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（7）障害のある児童・生徒の状況 

特別支援学級の児童・生徒数の状況をみると、小学校、中学校ともに増加傾向となってい

ます。 

また、特別支援学校の児童・生徒数の状況をみると、小学部は平成 30 年度までは増加傾

向でしたが、令和元年度は 3 人減少しており、中等部は平成 30 年度まではほぼ横ばいでし

たが、令和元年度に 10 人と増加しています。高等部は平成 27 年度から減少傾向となって

います。 

 

■特別支援学級の児童・生徒数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：教育指導課調べ（各年度末） 

■特別支援学校の児童・生徒数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：教育指導課調べ（各年度末） 
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（8）障害者雇枮の状況 

本町の民間企業の障害者雇枮の状況をみると、雇枮障害者数は増加傾向となっており、令

和元年では、130.5 人となっています。雇枮率も平成 27 年以降増減を繰り返しながら増加

傾向となっています。一方で、法定雇枮率達成企業の割合は、平成 27 年と比較すると減少

しています。 

 

 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 令和元年 

企業数（社） 34 34 36 42 48 

労働者数（人） 5,019.5 5,019.5 5,383.5 5,556.0 5,455.0 

雇枮障害者数（人） 98 97 107 107 130.5 

雇枮率（％） 1.95 1.93 1.99 1.93 2.39 

法定雇枮率達成企業（社） 19 19 20 17 21 

法定雇枮率達成企業の割合（％） 55.9 55.9 55.6 40.5 43.8 

（参考：群馬県雇枮率） 1.80 1.90 1.96 2.06 2.14 

（参考：群馬県法定雇枮率達成企業の

割合） 
52.3 56.4 57.5 53.4 56.0 

 

資料：群馬労働局調べ（各年 6 月末） 
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（9）障害者（児）サービス提供の状況 

①地域生活支援事業 

地域生活支援事業の実績をみると、障害者相談支援、日中一時支援、日常生活枮具給付の

利枮者数は、概ね増加傾向にあります。一方、手話奉仕員養成の利枮者数は減少傾向にあり

ます。移動支援の利枮者数はほぼ横ばいですが、延べ利枮時間は増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課調べ（各年度末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※障害者（児）サービスについて詳しくは、P110 の「障害者（児）サービス一覧」をご覧ください。 

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

意思疎通支援 4 24 7 30 5 30 7 34 6 28

障害者相談支援 15 339 50 533 79 705 78 648 100 647

手話奉仕員養成 47 - 12 - 15 - 7 - 2 -

移動支援 10 276.5 7 256.7 7 392.0 9 435.5 9 469.5

日中一時支援 3 34 2 83 4 101 10 269 13 661

地域活動支援センター 11 242 10 242 12 243 11 243 11 240

社会参加促進事業 2 2 1 1 0 0 0 0 0 0

成年後見制度利用支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

日常生活用具給付 120 590 127 625 134 649 134 664 152 733

地域生活支援事業

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度



 第六次大泉町障害者基本計画 

 

 

20 

②障害福祉サービス 

ア）訪問系・日中活動系サービス 

訪問系・日中活動系サービスの実績をみると、行動援護、就労継続支援Ａ型の利枮者は

増加傾向となっており、居宅介護、生活介護は増減を繰り返しながら増加傾向となって

います。また、就労継続支援Ｂ型の延べ利枮日数は、平成 30 年度をピークに減少してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課調べ（各年度末） 

イ）居住系サービス・計画相談支援 

  居住系サービス・計画相談支援利枮者の実績をみると、共同生活援助の利枮者数は増

加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課調べ（各年度末） 

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

居宅介護 29 5,072 33 4,796 32 6,017 35 6,637 33 6,959

重度訪問介護 0 0 1 5,686 1 8,246 1 6,968 1 5,483

行動援護 1 284 1 252 2 265 2 283 3 352

同行援護 0 0 0 0 0 0 1 5 1 7

生活介護 62 13,368 67 14,078 65 14,266 72 14,315 70 14,414

自立訓練（機能訓練） 1 78 0 0 0 0 0 0 0 0

自立訓練（生活訓練） 0 0 1 82 1 123 2 351 1 167

就労移行支援 11 1,212 14 1,675 7 609 6 592 10 968

就労継続支援Ａ型 4 767 8 858 8 1,138 8 1,402 10 1,728

就労継続支援Ｂ型 41 6,049 44 6,813 49 8,022 48 8,569 43 7,634

就労定着支援 1 8 1 3

療養介護 6 2,196 6 2,190 6 2,190 6 2,190 6 2,190

短期入所 10 276 9 191 7 572 8 948 10 826

-

訪問系・日中活動系サービス

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

自立生活援助 0 0 0 0

共同生活援助 25 7,541 26 8,115 30 9,708 30 9,336 37 9,740

施設入所支援 35 12,452 39 13,393 39 14,020 41 14,156 40 13,625

宿泊型自立訓練 3 738 4 602 2 279 0 0 1 21

計画相談支援 147 - 166 - 168 - 186 - 170 -

地域移行支援 1 - 0 - 0 - 0 - 0 -

地域定着支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

-

居住系サービス・計画相談支援

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度
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③障害児福祉サービス 

障害児福祉サービスの実績をみると、児童発達支援の利枮者数は 5 年間で約 4 倍、放課

後等デイサービスは約 10 倍、障害児相談支援は約 5 倍の増加となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

資料：福祉課調べ（各年度末） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

人
延べ利用時間
又は日数・件

児童発達支援 9 1,392 16 2,057 22 2,376 24 3,135 32 3,356

放課後等デイサービス 6 693 20 2,681 32 6,470 46 10,022 62 12,099

保育所等訪問支援 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

居宅訪問型児童発達支援 0 0 0 0

障害児相談支援 13 - 30 - 51 - 64 - 64 -

-

令和元年度

障害児福祉サービス

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度
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第３節 大泉町障害者基本計画策定に係るアンケート調査 

 

1 目的 

本計画の策定にあたり、障害者の生活実態や現在の障害福祉サービスに対する評価、今後

の施策ニーズ等を把握するとともに、障害のない人の共生社会への意識等の把握を行い、計

画策定の基礎資料の一つとすることを目的に「大泉町障害者基本計画策定に係るアンケート調

査（以下「令和元年度アンケート調査」という。）」を実施しました。 

2 調査期間 

令和 2 年 1 月 14 日（火）～ 令和 2 年 2 月 14 日（金） 

3 調査対象者 

①無作為に抽出した障害者手帳の交付を受けていない町内在住の 20 歳以上の人（以下

「20 歳以上の人」という。） 

②各種障害者手帳所持者、自立支援医療費（精神通院医療）受給者及び難病見舞金受給者

（以下「障害者」という。） 

 

4 配布数及び回収数 

 配布数 回収数 回収率 

①20 歳以上の人 998 348 34.9％ 

②
障
害
者 

身体障害者手帳所持者 1,029 515 50.0％ 

療育手帳所持者 254 99 39.0％ 

精神障害者保健福祉手帳所持者または 

自立支援医療費（精神通院医療）受給者 
377 144 38.2％ 

難病見舞金受給者 134 75 56.0％ 

計 1,794 833 46.4％ 

合 計 2,792 1,181 42.3％ 

※・図表中の「n」は集計対象者数を表しており、割合「％」は、「n」を 100％として算出しています。 

・回答の構成比は少数第 2 位を四捨五入しているため、合計は必ずしも 100％にはなりません。 

・質問に対して 2 つ以上回答できる複数回答の設問については、割合（％）の合計が 100％を超える 

場合があります。 
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5 アンケート調査結果にみる 5 年間の変化 

 本計画の策定にあたって、令和元年度アンケート調査の結果と、平成 26 年度に実施した「大

泉町障害者基本計画策定に係るアンケート調査（以下「平成26年度アンケート調査」という。）」

の結果を以下のとおり比較しました。 

 

（1）身体障害を受けた年齢 

身体障害を受けた年齢については、平成 26 年度アンケート調査と同様に令和元年度アン

ケート調査においても「60～69 歳頃」が 21.9％で最も多くなっています。 

増減が大きいのは、「60～69 歳頃」で 4.5 ポイント減少、「70 歳以上」で 6.1 ポイント増

加と高齢者において増減が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回
n=515

前回
n=576

比較

出生時（出生前を含む） 2.7 3.8 減少

乳幼児期（０～５歳） 4.3 4.7 減少

学齢期（小学校入学時～中学校卒業まで） 3.5 2.8 増加

中学校卒業～１７歳頃 0.2 0.2 －

１８～２９歳頃 5.4 6.1 減少

３０～３９歳頃 4.1 6.6 減少

４０～４９歳頃 10.7 11.6 減少

５０～５９歳頃 15.5 17.2 減少

６０～６９歳頃 21.9 26.4 減少

７０歳以上 21.6 15.5 増加

わからない 2.5 1.0 増加

無回答 7.6 4.2 増加

障害を受けた年齢
身体障害者

単位：％
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（2）障害者の日常生活での援助や介護の現状 

日常生活における援助や介護の必要性について、身体障害者、療育手帳所持者を対象に、

それぞれ各項目ごとに調査を実施しました。 

①身体障害者 

平成 26 年度アンケート調査と比較して、全ての項目において「一人でできる」という回答

が増加している一方で、「6.外出」、「9.家事」、「11.金銭管理」では、「一人ではできない」とい

う回答が増加しています。 

なお、令和元年度アンケート調査において、「6.外出」、「7.買い物」、「9.家事（調理・掃除）」

では、「一人でできる」と回答した人は、全体の約半数にとどまっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回
n=515

前回
n=576

比較
今回
n=515

前回
n=576

比較
今回
n=515

前回
n=576

比較

一人でできる 73.6 64.5 増加 73.6 62.3 増加 64.9 57.0 増加

時間がかかるが一人でできる 9.5 10.0 減少 7.0 10.2 減少 4.7 8.3 減少

少し手助けが必要 4.1 5.0 減少 4.1 4.7 減少 7.6 6.0 増加

一人ではできない 5.6 7.0 減少 8.2 8.5 減少 15.1 15.3 減少

無回答 7.2 13.5 減少 7.2 14.3 減少 7.8 13.3 減少

今回
n=515

前回
n=576

比較
今回
n=515

前回
n=576

比較
今回
n=515

前回
n=576

比較

一人でできる 65.2 56.5 増加 69.5 59.5 増加 51.5 45.0 増加

時間がかかるが一人でできる 10.9 13.8 減少 10.9 14.0 減少 8.0 7.3 増加

少し手助けが必要 7.6 6.5 増加 3.3 3.2 増加 6.8 9.7 減少

一人ではできない 8.3 9.0 減少 8.0 9.5 減少 26.0 24.3 増加

無回答 8.0 14.2 減少 8.3 13.8 減少 7.8 13.7 減少

今回
n=515

前回
n=576

比較
今回
n=515

前回
n=576

比較
今回
n=515

前回
n=576

比較

一人でできる 51.3 43.8 増加 70.5 62.2 増加 48.3 39.8 増加

時間がかかるが一人でできる 5.6 8.5 減少 7.8 7.7 増加 10.3 12.0 減少

少し手助けが必要 10.5 9.0 増加 6.8 7.3 減少 8.3 9.5 減少

一人ではできない 24.7 25.3 減少 4.5 7.7 減少 24.5 23.8 増加

無回答 8.0 13.3 減少 10.5 15.2 減少 8.5 14.8 減少

今回
n=515

前回
n=576

比較
今回
n=515

前回
n=576

比較

一人でできる 69.9 64.8 増加 64.1 58.0 増加

時間がかかるが一人でできる 5.4 4.8 増加 5.4 5.7 減少

少し手助けが必要 9.1 6.8 増加 6.2 6.3 減少

一人ではできない 8.2 9.3 減少 16.7 15.7 増加

無回答 7.4 14.2 減少 7.6 14.3 減少

10. 服薬 11. 金銭管理

4.衣服の着替え

7.買い物

2.排泄（トイレ） 3.入浴

5.家の中を移動すること 6.外出

8.意思の伝達 9. 家事（調理・洗濯・掃除）

1.食事

単位：％
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 ②療育手帳所持者 

平成 26 年度アンケート調査と比較して、多くの項目で「一人でできる」が増加しています

が、「8.意思の伝達」、「9.家事」、「11.金銭管理」では、減少しています。 

令和元年度アンケート調査において、「7.買い物」、「8.意志の伝達」、「9.家事」、「11.金銭

管理」では、半数以上の人が「少し手助けが必要」「一人ではできない」と回答をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回

n=99

前回

n=85
比較

今回

n=99

前回

n=85
比較

今回

n=99

前回

n=85
比較

一人でできる 69.7 60.0 増加 61.6 55.3 増加 57.6 49.4 増加

時間がかかるが一人でできる 8.1 7.1 増加 4.0 0.0 増加 3.0 0.0 増加

少し手助けが必要 12.1 10.6 増加 18.2 16.5 増加 14.1 11.8 増加

一人ではできない 7.1 10.6 減少 12.1 14.1 減少 22.2 23.5 減少

無回答 3.0 11.8 減少 4.0 14.1 減少 3.0 15.3 減少

今回

n=99

前回

n=85
比較

今回

n=99

前回

n=85
比較

今回

n=99

前回

n=85
比較

一人でできる 65.7 55.3 増加 83.8 67.1 増加 39.4 36.5 増加

時間がかかるが一人でできる 10.1 5.9 増加 5.1 8.2 減少 7.1 2.4 増加

少し手助けが必要 11.1 10.6 増加 5.1 5.9 減少 11.1 14.1 減少

一人ではできない 9.1 12.9 減少 3.0 3.5 減少 38.4 32.9 増加

無回答 4.0 15.3 減少 3.0 15.3 減少 4.0 14.1 減少

今回

n=99

前回

n=85
比較

今回

n=99

前回

n=85
比較

今回

n=99

前回

n=85
比較

一人でできる 34.3 32.9 増加 29.3 29.4 減少 19.2 20.0 減少

時間がかかるが一人でできる 6.1 4.7 増加 10.1 9.4 増加 7.1 5.9 増加

少し手助けが必要 13.1 11.8 増加 35.4 24.7 増加 22.2 17.6 増加

一人ではできない 41.4 35.3 増加 21.2 21.2 － 46.5 41.2 増加

無回答 5.1 15.3 減少 4.0 15.3 減少 5.1 15.3 減少

今回

n=99

前回

n=85
比較

今回

n=515

前回

n=576
比較

一人でできる 42.4 40.0 増加 13.1 15.3 減少

時間がかかるが一人でできる 4.0 4.7 減少 6.1 5.9 増加

少し手助けが必要 18.2 12.9 増加 19.2 15.3 増加

一人ではできない 31.3 24.7 増加 55.6 49.4 増加

無回答 4.0 17.6 減少 6.1 14.1 減少

単位：％

1.食事 2.排泄（トイレ） 3.入浴

6.外出

7.買い物 8.意思の伝達 9. 家事（調理・洗濯・掃除）

10. 服薬 11. 金銭管理

4.衣服の着替え 5.家の中を移動すること
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６ 令和元年度アンケート調査結果にみる本町の特徴 

問 あなたが障害や難病の診断を受けた時期はいつ頃ですか。 

「60～69 歳頃」が 16.2%と最も多く、次いで「70 歳以上」が 14.6%、「50～59 歳頃」が

12.6%となっており 4 割以上の人が 50 歳以上で障害や難病の診断を受けています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたがふだんの生活の中で、特に困ったり、不安に思っていることは何ですか。 

「移動や外出に関すること」が 25.3%、「日常生活（家事や身の回りの世話）に関すること」が

21.0%となる一方で、困っていることは「特にない」と回答する人は 26.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=833 

ｎ=833 

2.2%

10.3%

5.2%

1.1%

10.1%

6.2%

10.7%

12.6%

16.2%

14.6%

2.6%

8.2%

0% 10% 20%

出生時（出生前を含む）

乳幼児期（０～５歳）

学齢期（小学校入学時～中学校卒業まで）

中学校卒業～１７歳頃

１８～２９歳頃

３０～３９歳頃

４０～４９歳頃

５０～５９歳頃

６０～６９歳頃

７０歳以上

わからない

無回答

21.0%

25.3%

16.1%

2.8%

9.4%

17.3%

3.2%

7.8%

6.5%

1.7%

2.8%

3.4%

4.8%

3.2%

5.0%

26.2%

3.5%

3.5%

0% 10% 20% 30%

日常生活（家事や身の回りの世話）に関すること

移動や外出に関すること

健康管理や医療

専門的な機能回復訓練

医療費の負担

経済的なこと

学業や進学のこと

就職や職場選び

趣味や生きがいがないこと

住む場所の確保

恋愛や結婚のこと

友だちづくり

周囲の自分を見る目

身近に相談できるところがない

施設入所のこと

特にない

その他

無回答
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問 あなたは障害や生活などについて、心配ごとや悩みごとがあるとき、家族や親せき以外

に、どのようなところに相談していますか。 

「医療飳関や薬局」が 25.1%と最も多く、「友人、知人」が 19.7%となっています。一方で、

「相談した飳関はない」は 19.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=833 

19.7%

10.8%

9.6%

4.7%

0.6%

4.6%

3.8%

25.1%

3.6%

1.6%

2.9%

2.6%

3.8%

1.8%

19.8%

18.2%

9.0%

8.0%

0% 10% 20% 30%

友人、知人

大泉町役場の窓口

社会福祉協議会

県の福祉や保健の窓口（保健福祉事務所や児童相談所など）

こころの健康センター

障害福祉サービス事業所

地域活動支援センター

医療機関や薬局

保育園、幼稚園、学校

身体障害者相談員・障害者団体役員

民生委員児童委員

ガイドヘルパー等、援助者

障害者相談支援センター

障害者就業・生活支援センター

相談した機関はない

誰かに相談することはまれである

その他

無回答
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問 通園、通学していて、あなたが感じることは何ですか。 

半数近くの人が「現在通園、通学している保育園や学校等に満足している」と答えています

が、20.0％の人が「通園手段、通学手段が不便」、12.7％の人が「子どもの障害や発達に応じ

た専門的な教育などが受けられない」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは現在、働いていますか。 

「働いている（地域活動支援センター、就労移行支援・就労継続支援施設への通所を含む）」と

回答した人が 24.7%、「学校等に通っている」が 6.4%となっています。一方で半数以上の人

は「働かないで家にいる」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.3%

3.6%

7.3%

12.7%

7.3%

5.5%

20.0%

5.5%

7.3%

1.8%

0.0%

0.0%

5.5%

3.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

現在通園、通学している保育園や学校等に満足している

障害のない子どもとの交流が少ない

障害のない子どもやその保護者の、障害に対する理解がない

子どもの障害や発達に応じた専門的な教育などが受けられない

十分な施設、設備が整っていない

保育士や教員などの人数が十分そろっていない

通園手段、通学手段が不便

教育相談や就労相談などの体制が十分ではない

教育課程が十分でない

他の機関との連携がうまくとれていない

学校に学童保育があるが利用できない

学童保育がない

その他

無回答
ｎ=55 

24.7%

50.9%

6.4%

5.6%

12.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

働いている（地域活動支援センター、就労移行支援

・就労継続支援施設への通所を含む）

働かないで家にいる

学校等に通っている

その他

無回答

働いている（地域活動支援センター、就労移行

支援・就労継続支援施設への通所を含む）

働かないで家にいる

学校等に通っている

その他

無回答 ｎ=833 
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問 障害のある人が働くために必要な条件はどれですか。 

「健康状態にあわせた働き方ができること」と回答した人が 25.5%と最も多く、次いで「自

分の家の近くに働く場があること」が 16.8%、「事業主や職場の人たちが、障害者雇枮につい

て十分理解していること」が 16.4%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=833 

16.8%

4.0%

25.5%

11.8%

8.2%

4.4%

4.4%

1.3%

16.4%

6.0%

1.8%

4.4%

16.2%

4.2%

25.8%

0% 10% 20% 30%

自分の家の近くに働く場があること

通勤することなく、自分の家で、働けること

健康状態にあわせた働き方ができること

障害のある人に適した仕事が開発されること

就労の場をあっせんしたり、相談できる場が整っていること

職業訓練など、技能・知識の習得を援助する施設が充実していること

民間企業がもっと積極的に雇用すること

自営業を希望する人への支援を充実させること

事業主や職場の人たちが、障害者雇用について十分理解していること

職場の施設や設備が障害のある人にも利用できるように配慮されていること

介助者と一緒に働けること

同じような障害のある仲間と一緒に、あるいは交替で働けること

わからない

その他

無回答
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問 あなたは近所づきあいをどのようにしていますか。 

「必要に応じてやっているが、あまり積極的でない」と回答した人が 47.2%と最も多く、次

いで「ほとんどやっていない」と回答した人が37.3%となっており、「積極的にやっていると思

う」と回答した人は 9.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 あなたは１年以内にどのような活動をしましたか。 

「買い物」と回答した人が 53.8%と最も多く、「旅行」が 25.3%、「地域の行事やお祭り、学

校・職場の行事」が 19.9%となっています。一方で 29.3%の人が「特に何もしていない」と回

答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=833 

ｎ=833 

18.4%

25.3%

53.8%

5.5%

3.8%

12.8%

7.6%

19.9%

29.3%

6.0%

6.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動、生涯学習

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭り、学校・職場の行事

特に何もしていない

その他

無回答

積極的にやっていると思う

9.2%

必要に応じて

やっているが、

あまり積極的でない

47.2%

ほとんど

やっていない

37.3%

無回答

6.2%
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問 あなたはこれからどのような活動をしたいと思いますか。 

「買い物」と回答した人が 38.2%と最も多く、次いで「旅行」、「スポーツやレクリエーション」

となっています。一方で「特にない」と回答した人が 27.9%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 主にどのような目的で外出しますか。 

「買い物」と回答した人が 66.4%と最も多く、次いで「治療・リハビリ等」が 37.9%、「趣味・

遊び」が 25.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=833 

ｎ=833 

21.1%

35.7%

38.2%

7.8%

4.6%

20.0%

12.2%

16.9%

27.9%

5.2%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

スポーツやレクリエーション

旅行

買い物

ボランティア活動

障害者団体の活動

趣味などのサークル活動、生涯学習

講座や講演会などへの参加

地域の行事やお祭り、学校・職場の行事

特にない

その他

無回答

6.7%

22.1%

66.4%

25.2%

25.8%

37.9%

7.7%

8.4%

10.1%

5.4%

0% 20% 40% 60% 80%

通学

仕事

買い物

散歩

趣味・遊び

治療・リハビリ等

サークル・団体活動等

各種手続き等

その他

無回答
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問 あなたが外出の際に困っていることがありますか。 

41.9%の人が「困っていることは特にない」と回答している一方で、1割以上の人が「外出先

でのコミュニケーションが難しい」、「歩道が狭く、道路に段差が多い」、「気軽に利枮できる移送

手段が少ない（福祉車両、福祉タクシー等）」、「電車やバスなどの交通飳関を利枮しづらい」と

回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8%

10.6%

9.5%

5.2%

10.0%

2.4%

9.8%

16.4%

14.2%

7.7%

41.9%

4.9%

10.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

付き添ってくれる人がいない

外出先でのコミュニケーションが難しい

他人の視線が気になる

必要なときに、まわりの人の手助け・配慮が足りない

歩道が狭く、道路に段差が多い

道路の放置自転車などの障害物が多く、歩きにくい

障害者用の駐車スペース、手すり、スロープ、案内表

示など、障害者や障害児に配慮した設備が不十分

気軽に利用できる移送手段が少ない（福祉車両、福祉

タクシー等）

電車やバスなどの交通機関を利用しづらい

障害者用のトイレが少ない

困っていることは特にない

その他

無回答

付き添ってくれる人がいない

外出先でのコミュニケーションが難しい

他人の視線が気になる

必要なときに、まわりの人の手助け・配慮が足りない

歩道が狭く、道路に段差が多い

道路の放置自転車などの障害物が多く、歩きにくい

障害者用の駐車スペース、手すり、スロープ、案内表示

など、障害者や障害児に配慮した設備が不十分

電車やバスなどの交通機関を利用しづらい

障害者用のトイレが少ない

困っていることは特にない

その他

無回答

気軽に利用できる移送手段が少ない

（福祉車両、福祉タクシー等）

ｎ=833 
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問 あなたは、災害のときの避難場所を知っていますか。 

「知っている」と回答した人が 66.5%と最も多く、次いで「知らない」が 30.5%となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 その避難場所まで自力で避難できますか。 

「できると思う」と回答した人が 68.4%と最も多く、次いで「できないと思う」が 26.0%と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

できると思う

68.4%

できないと思う

26.0%

その他

3.8%

無回答

1.8%

知っている

66.5%

知らない

30.5%

無回答

3.0%

ｎ=833 

ｎ=554 
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問 今の住まいはあなたが住みやすいように、改造や工夫がされていますか。  

「特になにもしていない」と回答した人が 49.1%と最も多く、次いで「改造した、または、改

造されている」が 16.4%、「建てるときから配慮されている」が 14.8%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 「共生社会」とは、障害の有無にかかわりなく、誰もが相互に人格と個性を尊重し支え合う

社会のことです。あなたは、この「共生社会」という言葉を聞いたことがありますか。また、この

ような社会のあり方をどのように考えますか。 

20 歳以上の人アンケートでは、「聞いたことがあり、賛同できる」と回答した人が 43.7%と

最も多く、次いで「聞いたことはないが、賛同できる」が 33.0%、「わからない」が 16.4%となっ 

ています。 

障害者アンケートでは、「わからない」と回答した人が 31.8%と最も多く、次いで「聞いたこ

とがあり、賛同できる」が 27.9%、「聞いたことはないが、賛同できる」が 24.6%となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=833 

ｎ= 

20 歳以上の人：348 

障害者：833 

14.8%

16.4%

13.0%

49.1%

6.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

建てるときから配慮されている

改造した、または、改造されている

改造が必要である

特になにもしていない

無回答

43.7%

3.2%

33.0%

1.7%

16.4%

2.0%

27.9%

2.2%

24.6%

4.0%

31.8%

9.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

聞いたことがあり、賛同できる

聞いたことはあるが、賛同できない

聞いたことはないが、賛同できる

聞いたことはなく、賛同できない

わからない

無回答

20歳以上の人 障害者
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問 あなたは障害のあることで差別や人権侵害を受けていると感じることはありますか。 

「ほとんどない」と回答した人が 52.3%と最も多く、次いで「たまに感じる」が 18.6%、「わ

からない」が 14.8%となっています。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

問 どのようなところに、もっとも強く差別や人権侵害を感じますか。（上記の問で、「たまに

感じる」、「いつも感じる」と回答した人） 

「仕事や収入」と回答した人が 30.8%と最も多く、次いで「街角での人の視線」が 28.8%、

「隣近所のつきあい」が 17.2%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ=833 

ｎ=198 

52.3%

18.6%

5.2%

14.8%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ほとんどない

たまに感じる

いつも感じる

わからない

無回答

8.1%

30.8%

5.6%

1.5%

10.1%

17.2%

28.8%

12.1%

5.6%

10.1%

10.1%

5.1%

3.5%

9.6%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40%

教育の機会

仕事や収入

情報の収集、発信

サークル・スポーツへの参加

地域行事・地域活動

隣近所のつきあい

街角での人の視線

店などでの接客態度

福祉関係従事者の対応

道路や建物の整備

交通機関の利用

災害時・緊急時の情報提供

政治への参加

その他

無回答
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問 あなたは「障害者差別解消法」を知っていますか。             

20 歳以上の人アンケートでは、「聞いたことがない」と回答した人が 67.8%と最も多く、次

いで「言葉だけは知っている」が 24.1%、「内容まで知っている」が 3.4%となっています。 

障害者アンケートでは、「聞いたことがない」と回答した人が 68.5%と最も多く、次いで「言

葉だけは知っている」が 17.2%、「内容まで知っている」が 3.5%となっています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉だけは

知っている

24.1%

内容まで

知っている

3.4%

聞いたことがない

67.8%

無回答

4.6%

ｎ=833 
n=348 

【20 歳以上の人】 【障害者】 

言葉だけは

知っている

17.2%

内容まで

知っている

3.5%

聞いたことがない

68.5%

無回答

10.8%
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問 現在のあなたに特に必要な福祉施策は何ですか。 

「障害のある人や高齢者にやさしい『福祉のまちづくり』を推進すること」と回答した人が

37.6%と最も多く、次いで「福祉サービスの案内やインターネットによる広報など、情報提供

を充実させること」が 25.9%、「早期発見・早期治療を考えて、早い段階での適切な対応に努

めること」が 25.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.3%

20.4%

19.3%

16.6%

18.0%

37.6%

19.6%

10.4%

11.0%

25.9%

21.7%

2.4%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40%

早期発見・早期治療を考えて、

早い段階での適切な対応に努めること

障害の特性を理解し、障害のある

子どもの可能性を伸ばすような 教育を進めること

仕事につけるように手助けすること

障害がある人とない人の交流を進め、

お互いの理解を深めること

ホームヘルパーの派遣など

在宅生活支援サービスを充実させること

障害のある人や高齢者にやさしい

「福祉のまちづくり」を推進すること

障害のある人が住みやすい

公営住宅などを整備すること

文化、スポーツ、レクリエーション

活動に参加できるよう支援すること

ボランティア活動を充実させること

福祉サービスの案内やインターネット

による広報など、情報提供を充実させること

特にない

その他

無回答

早期発見・早期治療を考えて、早い

段階での適切な対応に努めること

障害の特性を理解し、障害のある子どもの

可能性を伸ばすような教育を進めること

仕事につけるように手助けすること

障害がある人とない人の交流を進

め、お互いの理解を深めること

ホームヘルパーの派遣など在宅生活

支援サービスを充実させること

障害のある人や高齢者にやさしい

「福祉のまちづくり」を推進すること

障害のある人が住みやすい公営

住宅などを整備すること

文化、スポーツ、レクリエーション活動

に参加できるよう支援すること

ボランティア活動を充実させること

福祉サービスの案内やインターネットによる

広報など、情報提供を充実させること

特にない

その他

無回答

ｎ=833 
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問 あなたは、大泉町における福祉・教育・雇枮・まちづくりなど、障害者施策に満足していま

すか。 

20 歳以上の人アンケートでは、「満足している」、「ある程度満足している」という回答をあわ

せた「満足」している人は 25.6％となっており、障害者アンケートでは、42.3％と 4 割以上の

人が障害者施策に満足していると回答しています。 

なお、「やや不満である」と「不満である」をあわせた「不満を感じている人」は、20 歳以上の

人アンケートで 7.4％、障害者アンケートで 11.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｎ= 

20 歳以上の人：348 

障害者：833 

2.6%

23.0%

5.7%

1.7%

65.5%

1.4%

13.7%

28.6%

6.2%

4.9%

37.0%

9.6%

0% 20% 40% 60% 80%

満足している

ある程度満足している

やや不満である

不満である

わからない

無回答

20歳以上の人 障害者
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第４節 第五次大泉町障害者基本計画の評価 

 

前計画である「第五次大泉町障害者基本計画」では､基本理念のもと、３つの取り組み方針を

掲げ、その下に７つの施策目標を立て、その各施策目標に基づき事業に取り組んできました。

それぞれの事業について達成状況の評価を行い、その結果を取り組み方針ごとにまとめてい

ます。 

 

【第五次大泉町障害者基本計画」の施策体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 共生社会の実現に
向けて

１ 障害者への理解の促進
２ 差別解消の推進
３ 権利擁護の推進

２ 健やかな命を支える
保健・医療の充実

１ 保健・医療サービスの充実
２ 疾病等の予防、早期発見・早期

治療

３ ともに学び・育む療育
・教育の充実

１ 療育の充実
２ 学校教育の充実

４ 個性と能力を活かし
た働き方への支援

１ 就労支援の充実
２ 障害者雇用に関する理解の促進

５ 社会参加や生きがい
づくりの推進

１ 地域コミュニティ活動
２ スポーツ・レクリエーション活動
３ 文化活動

６ 誰にでもやさしいまち
づくりの推進

１ 住環境の整備
２ 交通・移動手段の充実
３ 防災・防犯対策の推進
４ 情報のバリアフリー化

７ 自立を支援するため
の福祉サービス

１ 障害福祉サービス
２ 地域生活支援事業
３ 経済的支援

支
え
あ
い

と
も
に
暮
ら
そ
う

私
の
ま
ち

お
お
い
ず
み

３ 安心して暮らし
続けられるまち
づくりを推進し
ます

２ 自分らしい生活
ができるまちづ
くりを推進します

１ ともに支えあう
共生のまちづく
りを推進します

基本

理念
取り組み方針 施策目標 施 策



 第六次大泉町障害者基本計画 

 

 

40 

１ 計画全体の事業評価 

第五次大泉町障害者基本計画に関連する事業の総数は 126 事業でした。 

各事業の評価をみると、「達成」は 23.0％、「概ね達成」が 54.8％となっています。また 

「達成」、「概ね達成」を合計すると 77.8％となり、8 割近くの事業が順調に実施できていると

いえます。なお、「達成不十分」と評価された事業は 4 事業となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業数 構成比 

達成 29 23.0% 

概ね達成 69 54.8% 

やや達成 24 19.0% 

達成不十分 4 3.2% 

合計 126 100.0% 

 

 

 

 

※第五次大泉町障害者基本計画に関連する事業については、P114 の「第五次大泉町障害者基本計画の評価一

覧」をご覧ください。 

23.0%

54.8%

19.0%

3.2%

達成 概ね達成 やや達成 達成不十分
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２ 取り組み方針別の事業評価 

（1）取り組み方針１ ともに支えあう共生のまちづくりを推進します 

事業数は 29 事業あり、そのうち、「達成」は 24.1％、「概ね達成」が 58.6％、「やや達成」

が 10.3％となっています。また、「達成」、「概ね達成」を合計すると 82.7％となり、8 割以

上の事業が順調に実施できているといえます。なお、「達成不十分」という事業は「町内にあ

る障害者施設と近隣住民の交流飳会を促進するとともに、知的障害者福祉パレード等、障害

者団体等が主催する交流飳会づくりを支援します。」という事業と「障害のある人の財産や権

利を保護し、自己決定の尊重を図るため、成年後見制度の普及・啓発に努め、制度の適切な

利枮の促進を図ります。」の 2 事業で、障害者団体の交流と成年後見制度について、今後の

事業を積極的に推進していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業数 構成比 

達成 7 24.1% 

概ね達成 17 58.6% 

やや達成 3 10.3% 

達成不十分 2 6.9% 

事業数 29 100.0% 

 

24.1%

58.6%

10.3%

6.9%

達成 概ね達成 やや達成 達成不十分
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（2）取り組み方針２ 自分らしい生活ができる まちづくりを推進します 

事業数は 57 事業あり、そのうち、「達成」は 19.3％、「概ね達成」が 52.6％、「やや達成」

が 24.6％となっています。また、「達成」、「概ね達成」を合計すると 71.9％となり、7 割以

上の事業が順調に実施できているといえます。なお、「達成不十分」という事業は「ボランティ

ア活動等に参加できるよう情報提供に努めます。」という事業と「障害のある人が気軽に参

加できる活動、各種教室・講座等の開催を推進するとともに、障害に理解のある講師や指導

者、ボランティアの育成、活動場所の確保に努めます。」の 2 事業で、ボランティアに関する情

報提供と各種教室や講座等の開催について、今後の事業を積極的に推進していく必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業数 構成比 

達成 11 19.3% 

概ね達成 30 52.6% 

やや達成 14 24.6% 

達成不十分 2 3.5% 

事業数 57 100.0% 

 

 

 

19.3%

52.6%
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取り組み方針 2 の事業評価を施策目標別に見ると、「健やかな命を支える保健・医療の充

実」では、「達成」が 25％あるものの、「やや達成」も 25％となっており、関係飳関との連携

や生涯を通じた健康づくりの推進について、今後更なる事業の充実が望まれます。 

「ともに学び・育む療育・教育の充実」では、「達成」が 33.3％となっており、「概ね達成」を

合わせると 9 割近くの事業が順調に推進できているといえます。 

「個性と能力を活かした働き方への支援」では、「達成」と評価された事業がなく、「概ね達

成」が 33.3％、「やや達成」が 66.7％となっています。障害者の働き方への支援として、就

労支援事業所やハローワークとの連携の更なる強化が必要です。 

「社会参加や生きがいづくりの推進」では、「達成」と「概ね達成」を合計すると 76.9％となっ  

ている一方で、「達成不十分」という事業が 2 事業あり、前述のとおり、ボランティアに関する

情報提供と各種教室や講座等の開催について、今後の事業を積極的に推進していく必要が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 達成 概ね達成 やや達成 
達成 

不十分 
合計 

健やかな命を支える保健・医療の充実 
5 10 5 0 20 

25.0% 50.0% 25.0% 0.0% 100.0% 

ともに学び・育む療育・教育の充実 
5 8 2 0 15 

33.3% 53.3% 13.3% 0.0% 100.0% 

個性と能力を活かした働き方への支援 
0 3 6 0 9 

0.0% 33.3% 66.7% 0.0% 100.0% 

社会参加や生きがいづくりの推進 
1 9 1 2 13 

7.7% 69.2% 7.7% 15.4% 100.0% 

 

25.0%

33.3%

7.7%

50.0%

53.3%

33.3%

69.2%

25.0%

13.3%

66.7%

7.7% 15.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

健やかな命を支える保健・医療の充実

ともに学び・育む療育・教育の充実

個性と能力を活かした働き方への支援

社会参加や生きがいづくりの推進

達成 概ね達成 やや達成 達成不十分
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（3）取り組み方針３ 安心して暮らし続けられるまちづくりを推進します 

事業数は 40 事業あり、そのうち、「達成」は 27.5％、「概ね達成」が 55.0％、「やや達成」

が 17.5％となっています。また、「達成」、「概ね達成」を合計すると 82.5％となり、8 割以

上の事業が順調に実施できているといえます。なお、「達成不十分」という事業はありません

でした。3 つの取り組み方針のなかでは順調に事業が実施できている項目ですが、「やや達

成」が 17.5％あることから、さらに各事業の内容を充実させ実施していく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 事業数 構成比 

達成 11 27.5% 

概ね達成 22 55.0% 

やや達成 7 17.5% 

達成不十分 0 0.0% 

事業数 40 100.0% 
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取り組み方針 3 の事業評価を施策目標別に見ると、「誰にでもやさしいまちづくりの推進」

では、「達成」が 9.5％にとどまり、「概ね達成」が 71.4％、「やや達成」は 19.0％と「達成」よ

りも「やや達成」の方が多くなっています。「やや達成」の事業としては、移動支援や災害時の

対応の事業となっており、これらの事業の更なる充実が必要です。 

「自立を支援するための福祉サービス」では、約半数の 47.4％が「達成」とされています。

なお、「概ね達成」は 36.8％、「やや達成」は 15.8％となっています。「やや達成」は各障害福

祉サービスの提供であり、今後も各障害福祉サービス、障害児福祉サービスを充実させる必

要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
達成 概ね達成 やや達成 

達成 

不十分 
合計 

誰にでもやさしいまちづくりの推進 
2 15 4 0 21 

9.5% 71.4% 19.0% 0.0% 100.0% 

自立を支援するための福祉サービス 
9 7 3 0 19 

47.4% 36.8% 15.8% 0.0% 100.0% 

 

 

 

 

 

9.5%

47.4%

71.4%

36.8%

19.0%

15.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

誰にでもやさ しいまちづく りの推進

自立を支援するための福祉サービス

達成 概ね達成 やや達成 達成不十分
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第５節 第五次大泉町障害者基本計画の目標指標評価 

 

前計画では、施策目標ごとに目標指標を設定しました。設定した 11 の目標指標のうち、目標

を達成した指標は 5 項目、未達成の指標は 6 項目となっています。 

 
施策目標 目標指標 

平成 

26 年度 

令和 

元年度 
達成状況 

1 
共生社会の実現

に向けて 

「障害福祉に関するアンケート調査」

において、「障害者に対する差別や人

権侵害を感じることの有無」の「いつ

も感じる」と答える人の割合の減少 

20 歳以上の人 5.4% 4.9% ○ 

障害者 6.0% 5.2% ○ 

2 

健やかな命を支

える保健・医療

の充実 

住民満足度調査の「健康診断・健康づくりが充実して

いる」と答える人の割合の増加 
66.7% 66.2% × 

3 
ともに学び・育

む療育・教育の

充実 

「障害福祉に関するアンケート調査」

において、「必要な福祉政策」につい

ての項目の「障害の特性を理解し、障

害のある子どもの可能性をのばすよ

うな教育をすすめること」と答える人

の割合の減少 

20 歳以上の人 49.9% 55.7% × 

障害者 18.0% 20.4% × 

4 

個性と能力を活

かした働き方へ

の支援 

町内法定雇枮率達成企業の割合の増加 56.7% 43.8% × 

就労系サービスの利枮者数の増加 43 人 64 人 ○ 

5 

社会参加や生き

がいづくりの推

進 

「障害福祉に関するアンケート調査」

において、「今後、障害者にかかわる

ボランティア活動に参加したいか」に

ついての項目の「参加したい」と答え

る人の割合の増加 

20 歳以上の人 21.9% 15.5% × 

6 

誰にでもやさし

いまちづくりの

推進 

「障害福祉に関するアンケート調査」

において、「大泉町における障害者施

策における満足度」についての項目

の「満足している」「やや満足してい

る」と答える人の割合の増加 

20 歳以上の人 29.0% 25.6% × 

障害者 40.0% 42.3% ○ 

7 

自立を支援する

ための福祉サー

ビス 

ひとり暮らしが困難な障害者が、地域で安心して暮ら

すためのグループホームの利枮者の増加  
20 人 37 人 ○ 
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第６節 現状からみた大泉町の課題 

 

第 1 節「障害者を取り巻く社会的な動向」から第 5 節「第五次大泉町障害者基本計画の目標

指標評価」を考察した結果、本町において障害者施策を進めるうえで主要な課題を、次の 7 つ

の項目に整理しました。 

 

１ 理解と交流について 

令和元年度アンケート調査の結果によると、「特に必要な施策」として、16.6％の人が「障害

のある人とない人の交流を進め、お互いの理解を深めること」と回答しています。障害者に対

する「心の壁」を除去するための啓発・広報活動は、障害者施策の重要な柱であり、障害者や特

別支援教育への理解の促進を図る必要があります。 

また、「障害者差別解消法」の認知度に関しては、約 7 割の人が「聞いたことがない」と回答し

ているため、「障害者差別解消法」の周知を徹底するとともに、同法に基づく社会的障壁※の除

去や合理的配慮※についても実施していく必要があります。 

 

２ 保健・医療について 

前計画では施策目標「健やかな命を支える保健・医療の充実」の目標指標として、町民満足

度・意識調査の「健康診断・健康づくりが充実している」と答えた人の割合の増加を掲げていま

したが、令和元年度の町民満足度・意識調査において、「健康診断・健康づくりが充実している」

と答えた人の割合は、平成 26 年度に比べて減少し、目標を達成できませんでした。 

また、令和元年度アンケート調査の結果によると、「特に必要な福祉施策」について、「早期発

見・早期治療を考えて、早い段階での適切な対応に努めること」という回答が第 3 位となって

います。 

障害の原因となるような疾病等の発生を防ぐため、そして障害の進行を抑制するための「早

期発見体制」は必要不可欠であり、健康づくりへの支援はもちろんのこと、適切な医療を受け

られる体制を整備していく必要があります。 

 

※社会的障壁とは、障害者にとって日常生活や社会生活を送るうえで障壁となるもの。利枮しにくい施設や

制度、障害者の存在を意識していない慣習や文化、障害者への偏見などがある。 

※合理的配慮とは、障害者の社会的障壁を取り除くために状況に応じて行われる無理のない配慮のこと。 
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３ 療育・教育について 

本町における公立小・中学校の特別支援学級の児童生徒数は、年々増加しています。母子保

健施策との緊密な連携のもと、支援を必要とする子どもの早期発見、早期療育の仕組みや、教

育分野との連携を図ったうえで、身近な地域で、どの障害にも対応できるサービスが提供され、

特性に応じた支援が継続的に行われるよう体制を整備する必要があります。 

 

４ 雇枮・就労について 

令和元年度アンケート調査の結果によると、「現在就労している人」は 24.7％にとどまって

います。また、「障害者が働くために必要なこと」としては、「健康状態にあわせた働き方ができ

ること」が最も多く、次いで「自分の家の近くに働く場があること」、「事業主や職場の人たちが、

障害者雇枮について十分理解していること」となっていることから、障害者が働きやすい環境

整備に向けた啓発や事業所への障害者雇枮の呼びかけを行う必要があります。 

 

５ 余暇活動・社会参加について 

障害者の自立や生きがいを高めるためには、趣味やスポーツを楽しむことや、グループでの

活動が大切です。 

令和元年度アンケート調査の結果によると、「1 年以内の活動」として、約 3 割の人が「特に

何もしていない」と回答しており、余暇活動や社会参加についての環境整備、情報や活動飳会

を積極的に提供していく必要があります。 

 

６ 生活環境について 

令和元年度アンケート調査の結果によると、「特に必要な施策」として、「障害のある人や高齢

者にやさしい『福祉のまちづくり』を推進すること」という回答が第 1 位となっています。「外出

の際に困ること」では、「気軽に利枮できる移送手段が少ない」、「電車やバスなどの交通飳関を

利枮しづらい」という回答が多くなっており、「歩道が狭く、道路に段差が多い」という回答も上

位を占めています。また、「災害時の自力避難の可否」では「自力で避難できない」と回答した人

が 26％います。 

障害の有無にかかわらず、誰もが暮らしやすいまちづくりには、道路や公共施設等のバリア

フリー化や災害時における障害者の避難対策を進め、障害者や高齢者など弱者の立場に立っ

たまちづくりを進めていく必要があります。 
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７ 地域生活支援について 

令和元年度アンケート調査の結果によると、「悩みや困ったことについての相談先（家族や親

族以外）」では、「医療関係や薬局」が最も多く、「友人・知人」という回答が多くなっています。一

方、「社会福祉協議会」、「県の福祉や保健の窓口」、「こころの健康センター」、「障害福祉サービ

ス事業所」、「地域活動支援センター」、「障害者相談支援センター」、「障害者就業・生活支援セン

ター」と回答した人は 1 割以下となっていることから、周知を徹底し、相談窓口の認知度を向上

していく必要があります。 

また、「今後利枮したい障害福祉サービス」としては、「短期入所」が最も多く、「移動支援」、

「居宅介護支援」、「施設入所支援」が続いており、障害福祉サービスのサービス量の確保・制度

の周知を行い、利枮促進に努める必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


